
　
昨
秋
、
青
年
医
師
か
大
阪
で
息
を

引
き
と
っ
た
。
ネ
パ
ー
ル
な
ど
世
界

各
地
の
発
展
途
上
国
で
小
児
科
医
療

に
奔
走
し
た
篠
原
明
さ
ん
。
三
十
一

歳
だ
っ
た
。
そ
の
遺
志
を
未
来
に
引

き
継
ご
う
と
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
非
政
府
組

織
）
の
多
国
籍
医
師
連
絡
協
議
会

　
［
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
］
（
苛
波
茂
代
表
、
本

部
・
岡
山
市
）
は
土
八
日
、
途
上
国

で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
志
す
医

療
関
係
者
ら
の
育
成
基
全
一
篠
原
基

金
」
（
仮
称
）
の
設
置
を
決
め
た
。

　
篠
原
さ
ん
は
昨
年
十
一
月
二
十
一

日
に
入
院
先
の
関
西
医
大
病
院
で
、

悪
性
リ
ン
パ
腫
（
し
ゅ
）
で
死
去
し

た
。

　
医
師
だ
っ
た
父
親
（
故
人
）
の
影

響
で
「
満
足
な
医
療
を
受
け
ら
れ
な

い
途
上
国
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

働
き
た
い
」
と
関
西
医
科
大
に
進

学
。
卒
業
後
の
平
成
四
年
に
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
の
会
員
と
な
り
、
ネ
パ
ー
ル
の
小

都
市
、
ダ
マ
ッ
ク
で
医
療
活
動
。
ブ

ト
ワ
ル
市
に
小
児
病
院
を
建
設
す
る

計
画
な
ど
に
奔
走
し
た
。
小
児
病
院

は
建
築
家
、
安
藤
志
雄
さ
ん
（
五
五
）
が

無
償
で
設
計
。
今
春
着
工
の
見
通
し

だ
。

　
基
金
設
立
は
、
母
親
の
誤
植
さ
ん

（
五
流
）
か
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
に
香
典
な
ど
三
百

万
円
を
寄
贈
し
た
の
が
き
っ
か
け
。

Ａ
Ｍ
Ｏ
Ａ
の
田
代
邦
子
・
広
報
局
長

は
一
途
上
国
に
目
を
向
け
る
日
本
人

医
師
が
少
な
い
こ
と
を
嘆
い
て
い
た

篠
原
さ
ん
に
こ
た
え
た
い
。
し
っ
か

り
し
た
基
金
に
し
た
い
」
と
話
し
て

い
る
。

　
問
い
合
わ
せ
は
［
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
］

　
（
８
０
８
６
－
２
８
４
１
７
７
Ｑ
）

Ｏ
）
へ
。
基
金
へ
の
協
力
は
郵
便
振

替
Ｏ
Ｔ
一
五
〇
上
下
四
〇
七
〇
九

　
（
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
」
篠
原
基
金
）

途上房の医療ボランティア
　
　
「
私
は
夢
見
て
い
る
。
い
つ
か
こ
の
ダ
マ
ッ
ク
の
丘
に
世
界

各
国
か
ら
医
療
従
巫
者
か
集
ま
り
ヽ
経
験
を
分
か
ち
合
い
、
互

い
の
理
解
を
深
め
共
に
発
展
し
て
い
く
。
そ
ん
な
日
が
来
る
こ

と
を
」
。
篠
原
さ
ん
は
生
前
、
こ
う
話
し
て
い
た
。
実
現
に
近

づ
い
た
ネ
パ
ー
ル
の
小
児
病
院
建
設
や
婚
約
者
と
の
挙
式
も
果

た
せ
な
い
ま
ま
の
急
逝
だ
っ
た
が
、
篠
原
さ
ん
は
多
く
の
人
々

の
心
に
今
も
生
き
て
い
る
。
　
　
（
社
会
那
吉
村
剛
史
）

　
初
め
て
篠
原
さ
ん
に
お
会
い

し
た
の
は
平
成
五
年
、
ネ
パ
ー

ル
・
カ
ト
マ
ン
ズ
。
宝
塚
市
民

が
救
急
車
を
現
地
医
療
法
人
に

贈
る
式
典
を
取
材
し
た
と
き
だ

っ
た
。
素
足
に
ゴ
ム
ぞ
う
り

姿
。

　
　
「
『
援
助
』
な
ど
で
な
く
、

形
だ
け
の
豊
か
さ
の
中
で
失
っ

た
も
の
を
学
ぶ
た
め
に
、
日
本

人
は
進
ん
で
発
展
途
上
国
に
出

て
い
く
べ
き
」

　
こ
う
話
す
篠
原
さ
ん
に
、
同

じ
日
本
人
と
し
て
、
誇
ら
し
い

　
治
療
費
が
払
え
な
い
ば
か
り

に
腹
痛
の
小
児
を
遅
れ
帰
る
現

地
人
の
親
た
ち
を
前
に
し
た
と

き
は
Λ
金
の
切
れ
目
か
縁
の
切

れ
目
〉
と
書
い
た
。

　
病
魔
に
襲
わ
れ
た
の
は
六
年

秋
。
熱
帯
医
学
を
学
ぶ
こ
と
を

君
の
夢
忘
れ
な
い

病
院
着
工
見
ず
急
逝

気
が
し
た
。

　
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
「
神
父

さ
ん
の
よ
う
」
と
言
わ
れ
る
ほ

ど
の
世
話
好
き
。
医
学
生
時

代
、
重
病
に
苦
し
む
少
年
の
た

め
病
院
に
毎
日
の
よ
う
に
通
っ

て
勉
強
を
教
え
、
高
校
進
学
の

夢
を
か
な
え
さ
せ
た
こ
と
も
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
に
入
会
し
た
翌
年

の
平
成
五
年
に
ネ
パ
ー
ル
・
ダ

マ
ッ
ク
に
派
遣
さ
れ
、
ブ
ー
タ

ン
難
民
の
診
療
に
あ
た
っ
た
。

そ
の
経
験
か
、
篠
原
さ
ん
を

　
「
元
気
な
う
ち
は
途
上
国
で
働

く
」
と
決
心
さ
せ
た
。

　
当
時
の
現
地
の
診
療
日
記
に

は
、
異
文
化
の
中
で
苦
闘
し
た

心
情
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
ハ
今
日
一
人
、
昨
日
一
人
、

亡
く
な
っ
た
▽

　
〈
無
知
、
貧
困
の
た
め
治
療

を
受
け
入
れ
て
も
ら
え
な
い
。

ジ
レ
ン
マ
を
感
じ
る
▽

ネ
パ
ー
ル
の
ダ
マ
ッ
ク
で
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
活
動
を
し
て
い
た
こ
ろ
の
篠
原
明
さ
ん
。
篠
原

基
金
の
設
立
で
思
い
が
受
け
継
が
れ
る
（
平
成
５
年
撮
影
）

　
ネ
パ
ー
ル
の
医
療
多
産
が

一
般
で
総
人
口
比
の
四
割
以
上

が
十
五
歳
未
満
の
子
ど
も
。
子

ど
も
の
五
割
が
栄
養
不
良
で
、

下
痢
、
肺
炎
な
ど
の
単
純
な
病

気
で
】
歳
未
満
の
子
ど
も
の
死

夢
に
見
姶
め
た
矢
先
だ
っ
た
。

入
退
院
を
繰
り
返
す
日
々
か
続

い
た
が
、
体
に
む
ち
打
っ
て
中

国
、
タ
イ
、
イ
ン
ド
、
ケ
ニ
ア

な
ど
を
訪
れ
た
。

　
放
射
線
治
療
で
頭
髪
が
抜
け

る
前
に
は
、
理
髪
店
で
坊
主
頭

に
。
周
囲
に
は
、
病
気
の
こ
と

は
極
力
隠
し
た
。
昨
秋
の
葬
儀

と
通
夜
に
は
約
七
百
人
が
参

列
。
一
緒
に
小
児
病
院
の
建
設

に
奔
走
し
た
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
ネ
パ

ー
ル
」
の
代
表
で
あ
る
ラ
シ
ュ

メ
ル
・
ポ
カ
レ
ル
医
師
か
ら
も

　
「
こ
れ
ほ
ど
悲
し
い
こ
と
は
な

い
」
と
の
言
葉
か
寄
せ
ら
れ
た
。

　
大
阪
市
東
成
区
の
自
宅
。
母

親
の
浪
枝
さ
ん
（
五
ル
）
は
「
優
し

い
子
で
し
た
が
一
度
、
友
人
が

パ
ン
を
食
べ
残
し
た
と
き
は
、

ご
み
箱
か
ら
取
り
戻
し
『
世
界

に
は
百
円
あ
れ
ば
死
な
ず
に
い

る
子
も
い
る
』
と
す
ご
ん
だ
そ

う
で
す
。
基
金
で
は
そ
ん
な
気

持
ち
を
酌
ん
で
も
ら
え
た
ら
、

明
も
幸
せ
で
し
ょ
う
」

　
新
し
い
位
は
い
を
胸
に
、
こ

う
話
し
た
。

亡
率
は
】
○
％
、
五
歳
未
満
で

は
一
二
・
ハ
％
に
達
す
る
言

本
の
二
十
倍
）
。
小
児
病
院
は

カ
ト
マ
ン
ズ
に
し
か
な
い
。
患

者
四
百
人
に
ベ
ッ
ド
ー
床
と
い

う
の
が
現
状
だ
。
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